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三
輪
常
務
理
事
（
以
下
・

三
輪
）
：
２
０
２
５
年
度

の
医
療
を
取
り
巻
く
状
況

と
、
当
生
協
と
し
て
の
事

業
活
動
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
方
針
を
考
え
て
い

ま
す
か
？

土
井
専
務
理
事
（
以
下
・

土
井
）
：⇒
《
医
療
を
取

り
巻
く
状
況
》
い
ま
国
内

で
は
医
療
機
関
の
経
営
難

が
深
刻
で
す
。
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
に
よ
る
と
２
０

２
４
年
に
医
療
機
関
の
倒

産
や
廃
業
が
７
８
６
件
と

史
上
最
高
で
、
な
か
で
も

医
科
診
療
所
は
６
１
８
件

と
最
も
多
か
っ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
日
本
病
院
会

の
相
澤
孝
夫
会
長
は
四
病

院
団
体
協
議
会
の
会
議

で
、
病
院
経
営
は
非
常
に

厳
し
く
、
何
か
行
動
を
起

こ
す
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
病
院
の
お
か
れ
て
い

る
現
状
を
国
民
に
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
、

と
い
う
発
言
を
し
ま
し

た
。
医
療
・
介
護
施
設
を

守
る
た
め
に
も
多
く
の
医

療
団
体
と
共
同
で
署
名
活

動
に
取
り
組
み
、
国
民
に

う
っ
た
え
る
こ
と
と
で
国

や
厚
労
省
を
動
か
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
や
は
り
、
昨
年

の
診
療
報
酬
改
定
の
影
響

が
大
き
か
っ
た
こ
と
と
、

こ
の
間
の
公
共
料
金
の
引

き
上
げ
や
物
価
高
の
影
響

も
あ
り
、
医
療
・
介
護
施

設
は
決
め
ら
れ
た
診
療
・

介
護
報
酬
の
な
か
で
や
り

繰
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
今
の
経
営
を

圧
迫
し
て
い
ま
す
。

三
輪
：
日
常
医
療
を
す
す

め
て
い
る
な
か
で
、
経
営

が
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
な
に
よ
り
職

員
の
採
用
が
よ
り
厳
し
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

医
療
を
取
り
巻
く
情
勢
で

す
が
、
２
０
２
５
年
度
は

当
生
協
と
し
て
な
に
を
柱

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
か
？

土
井
：⇒
《
２
０
２
５
年

度
重
点
課
題
》
当
生
協
は

２
０
１
９
年
に

経
営
困
難
に
陥

り
ま
し
た
が
、

様
々
な
費
用
を

削
り
ダ
ウ
ン
サ

イ
ジ
ン
グ
を
図

り
な
が
ら
所
長

配
置
を
行
い
、

未
だ
資
金
面
で

は
厳
し
い
状
況

に
は
あ
り
ま
す

が
、
組
合
さ
ん

の
協
力
も
あ

り
、
こ
の
３
年

間
は
決
算
で
黒
字
を
継
続

し
て
い
ま
す
。一
年
一
年
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
全
職

員
・
組
合
員
で
取
り
組
ん

で
き
た
経
営
改
善
の
努
力

と
生
協
活
動
が
徐
々
に
浸

透
し
て
き
て
い
ま
す
。
２

０
２
５
年
度
も
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
以
下
の

目
標
を
掲
げ
さ
ら
に
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

【
重
点
課
題
】

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
専
門
性
の

追
求
で
は
な
く
総
合
内

科
・
か
か
り
つ
け
医
機

能
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
今
年
は
認
知
症
の

患
者
を
外
来
で
丁
寧
に

診
て
い
く
こ
と
に
焦
点

を
当
て
体
制
の
確
立
に

入
り
ま
す
。同
時
に「
断

ら
な
い
医
療
」
に
取
り

組
み
ま
す
。
高
齢
者
が

増
え
て
き
て
い
る
な
か

で
、
地
域
の
医
療
機
関

や
施
設
な
ど
と
こ
れ
ま

で
以
上
に
連
携
し
、
住

み
慣
れ
た
自
宅
で
過
ご

す
こ
と
の
で
き
る
在
宅

訪
問
診
療
を
す
す
め
、

可
能
な
限
り
生
活
支
援

の
援
助
も
行
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
は
、
在

宅
管
理
に
軸
を
置
き
、

地
域
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
土
建
健
診
を

積
極
的
に
受
け
る
な

ど
、
他
団
体
と
の
連
携

も
大
切
に
し
外
来
増
を

追
求
し
ま
す
。

①
同
一
電
子
カ
ル
テ
の

も
と
で
法
人
全
体
の

一
体
管
理

②
目
標
を
持
ち
在
宅
管

理
を
増
や
す

③
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を

軸
に

④
積
極
的
な
患
者
送
迎

の
展
開

⑤
幹
部
の
後
継
者
対
策

⑥
段
階
的
な
施
設
改
修

⑦
資
金
対
策
（
顧
問
税

理
士
と
懇
談
）

⑧
中
長
期
的
な
課
題
と

し
て
の
法
人
合
同
の

あ
り
方
の
検
討

以
上
を
２
０
２
５
年
度

の
方
針
と
し
て
掲
げ
ま

す
。

三
輪
：
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
と
の
連
携
を
図
り
、

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
過
ご

す
こ
と
な
ど
も
支
援
し
て

い
く
こ
と
を
柱
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
の
で
す

ね
。
そ
も
そ
も
医
療
生
協

の
役
割
と
い
う
の
は
何
で

す
か
？

土
井
：⇒

《
医
療
生
協
の

役
割
》
ま
ず
、
身
近
に
相

談
し
や
す
い
診
療
所
・
事

業
所
が
あ
る
こ
と
は
大
き

な
利
点
で
す
。
生
活
協
同

組
合
は
み
ん
な
が
出
資
し

て
運
営
し
て
い
ま
す
。
事

業
を
運
営
す
る
こ
と
で
地

域
医
療
を
支
え
、
助
け
合

い
や
健
康
増
進
に
も
繋
げ

て
い
け
る
の
で
す
。
普
段

健
康
な
時
は
医
療
生
協
の

メ
リ
ッ
ト
は
あ
ま
り
感
じ

ま
せ
ん
が
、
医
療
生
協
が

あ
る
こ
と
で
体
調
を
崩
し

た
と
き
に
、
安
心
し
て
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
私
た
ち
の
医
療
生

協
は
小
さ
な
法
人
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
軸
に
し

た
法
人
内
の
各
事
業
所
の

役
割
を
十
二
分
に
発
揮

し
、
他
の
医
療
機
関
や
施

設
へ
の
適
切
な
紹
介
も
含

め
、
地
域
連
携
、
地
域
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
べ

る
こ
と
が
単
独
の
診
療
所

で
は
で
き
な
い
利
点
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
輪
：
地
域
に
よ
り
求
め

ら
れ
る
医
療
生
協
と
し
て

の
役
割
の
発
揮
で
す
ね
。

２
０
２
５
年
度
の
方
針
の

柱
を
よ
り
多
く
の
組
合
員

・
利
用
者
に
ご
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
、
職
員
や
理

事
会
に
も
協
力
を
い
た
だ

き
、
地
域
医
療
を
守
る
た

め
の
ご
意
見
も
受
け
止
め

な
が
ら
事
業
所
運
営
を
す

す
め
て
い
け
た
ら
よ
い
で

す
ね
。

土
井
：
２
０
２
５
年
度
も

組
合
員
さ
ん
と
と
も
に
色

々
と
考
え
な
が
ら
、
す
す

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

き
た
る
総
代
会
に
向
け
て
土
井
専
務
理
事
よ
り
改
め
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

２０２５年３月１日
北多摩中央医療生活協同組合 理事長 君塚雄二

北多摩中央医療生活協同組合は定款５９条（総代会の招集手続き）
に基づき下記の通り第４１回通常総代会を開催致します。

記
１．開催日時 ２０２５年６月２８日（土）

午後１時開場 １時３０分～４時３０分（予定）
２．開催場所 三鷹産業プラザ ７階会議室
３．議案
第１号議案 ２０２４度活動報告、２０２５年度活動方針承認の件
第２号議案 ２０２４度決算報告、損失処理案、監事監査報告、

２０２５度予算案承認の件
第３号議案 役員選任の件
第４号議案 ２０２５年度役員報酬限度額決定の件
第５号議案 議案決議効力発生の件

対象：組合員総代（組合員）
※第４１回通常総代会は引き続き新型コロナウイルス感染症防止
対策のため、昨年同様規模を縮小して開催することとさせてい
ただきます。
※参加規模 １００名（総代７５名 理事２２名 監事２名 職員１名）

以上

長
期
治
療
患

者
・
家
族
に
と

っ
て
の「
命
綱
」

で
あ
る
「
高
額

療
養
費
制
度
」

改
悪
に
つ
い
て

厚
労
大
臣
は
２
月
１４
日
、

長
期
間
の
治
療
が
必
要
な

人
の
負
担
増
の
部
分
を
見

送
る
と
し
た
。
こ
の
修
正

は
、
が
ん
患
者
団
体
の
抗

議
と
去
る
総
選
挙
で
自
公

政
権
を
少
数
与
党
に
追
い

込
ん
だ
こ
と
に
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
は
一
部
の
修
正

に
過
ぎ
ず
、
「
現
役
世
代

の
保
険
料
を
軽
減
す
る
た

め
」
に
高
額
療
養
者
の
負

担
を
増
や
す
と
い
う
（
現

役
と
高
齢
者
を
対
立
さ
せ

る
）
方
針
を
変
更
し
た
も

の
で
は
な
い
。
少
数
与
党

と
は
い
え
、
企
業
・
団
体

献
金
を
通
し
て
大
企
業
と

癒
着
し
て
い
る
与
党
に

は
、
大
軍
拡
・
大
増
税
・

軍
需
経
済
化
で
苦
境
を
逃

れ
る
衝
動
が
つ
き
ま
と

う
。
こ
れ
ら
の
衝
動
や
発

想
を
抑
え
る
の
が
、
暮
ら

し
・
医
療
・
社
会
保
障
の

改
悪
に
苦
し
む
市
民
の
切

実
な
要
求
だ
。
市
民
と
野

党
が
要
求
に
も
と
づ
い
て

共
同
し
、
改
悪
の
部
分
的

な
調
整
や
基
金
の
取
り
崩

し
で
は
な
く
、
過
去
最
大

の
防
衛
費
、
半
導
体
な
ど

大
企
業
へ
の
バ
ラ
マ
キ
に

メ
ス
を
入
れ
て
財
源
を
探

り
当
て
る
と
き
に
真
の

「
勝
利
」が
見
え
る
。（
鈴
）

隔月発行：次回５月１０日予定
編 集 ―― 広 報 委 員 会

北多摩中央医療生活協同組合
〒１８４-０００４ 東京都小金井市本町１-１５-９３階
TEL.０４２（３８２）９１１２／FAX.０４２（３８２）９１０７

ホームページアドレス
https://www.kitatama.coop/

２
０
２
５
年
度
の
北
多
摩
中
央
医
療
生
協
の
役
割
と
事
業
活
動
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�
三
輪
看
護
部
長
よ
り
土
井
専
務
理
事
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
�

ののののののののののののののののののののののののののののののののの

《第７次中期構想４年目》～さらなる飛躍のために～
「経営・組織強化」と「健康づくり・まちづくり」で大きな飛躍を

だよりだより
３月３月医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協

北多摩中央医療生協第４１回通常総代会開催告知

組合員１０,０００名をめざして
出資金一世帯５万円が目標

組合員数 ４，８８７名
出資金総額 １６８，７７９，８００円
（１人平均出資金額３４，５３６円）



２０２５年３月 №２３０ （２）医 療 生 協 だ よ り

単位： 千円
累計前年差
―６，７５０
―１５８
―１，８５６
２，７２７
２，０１９

１月までの事業所別経常剰余
累計予算差
―１，９５５
―４，４５８
―１，５１０
１，５７５
１，７７１

累計経常剰余
３，４８６
―８７３
―１，５３６
２，８９５
２，１６３

むさし小金井
みなみうら
のがわ訪看
デイサービス
介護相談室

のかわ介
護相談室

１，４９６
１，３９０
１，３２４
１０６
１７２

デイサ―ビ
ス小金井

２，５０８
２，６０７
２，０７８
―９９
４３０

のがわ訪問看護ＳＴ

介護
１，７８２
２，１２０
１，９４８
―３３８
―１６６

医療
３０８
２００
２３１
１０８
７７

みなみうら生協診療所

往診
７７５
７５８
７３０
１７
４５

外来
４，８５７
５，３４９
５，１６８
―４９２
―３１１

むさし小金井診療所

往診
７９０
８０９
６９８
―１９
９２

外来
３，８３４
４，１１６
３，９９５
―２８２
―１６１

累計

実績
予算
前年
予算比
前年比

１）全国四課題到達（２０２５年１月末現在）
前年差
▲４７人
２，３５０千円
▲３班・▲４７回

到達
９７人
９，２４９千円
１班・４２３回

目標
２５０名
１０，０００千円
５０班・５００回

組合員拡大
出資金増
班づくり・班会開催

組合員／職員参加
３
１
２

１
１
２
２

１２
６
７
５
２
５
７
１０

健康チェック人数
１２
２０
１００
３３
２０
２８
２５
３７

行事名
秋のつどい
こどもまつり
調布土建住宅デー
狛江土建住宅デー
骨密度測定会
小金井消費者展
健康チェック
健康チェック

日付
９月１２日
１０月２０日
９月２９日
１１月１０日
１０月４日
１０月２６日
１１月１３日
１１月２３日

支部名

武蔵野

調布

小金井南
小金井ブロック
小金井公園
小金井中央

死亡
１４
１４

施設
７
１９

家族対話
２２
４４

本人対話
３１３
２３９

対象者数
４８７
７４８

実施支部
９
１４

年度
２０２４
２０２３

１）経営活動の到達点（２０２５年１月末現在）
経常剰余：６，４２０千円 予算差▲４，２００千円、前年差▲４，３７５千円。
２０２４年度の基本方針は①現状の正確な経営認識の一致を図る ②必要利
益の予算化と実践を確実に行う ③両診療所の一体管理をすすめる ④特
に管理者後継者対策をすすめる 以上を柱として活動に取り組むことを重
点に行いました。２０２４年度は診療報酬改定、コロナ補助金の打ち切りなど
があり、医科分野の経営は厳しく、逆に介護分野が前進した年となりまし
た。医科では外来患者は依然減少していますが、第三四半期は外来患者お
よび在宅管理患者は徐々に増えてきています。特に在宅の往診患者がこの
数か月間は依頼も多くなっています。介護では居宅事業の体制整備ととも
に介護全体で利用者増が図られました。一方、長い間、当生協の訪問看護
を担ってきた「のがわ訪問看護ステーション」は、小規模事業所での運営
と存続が厳しく、小規模であるがゆえに加算が取れず体制維持の困難も重
なり、やむを得ず２０２４年度末で休止することを判断しました。

２）医療・介護・健康づくり活動の到達・会じゃ・利用者動向延数（４月
～１２月迄）
医療・介護活動の基本姿勢「まず診る」「援助する」「何とかする」を

今年も実践することで組合員・地域住民に応えてきました。両診療所での
外来患者は第一・第二四半期が前年未達でしたが、第三四半期では予算と
前年を超過しています。同時に在宅患者延数ではこれまで減少傾向が続い
ていましたが、今年に入りほぼ予算で推移し、前年からは超過となってき
ています。インフルエンザとコロナのワクチンの影響もありますが、やは
り基本姿勢を貫くことが地域との信頼も構築することとなり、僅かではあ
りますが増加傾向に転じています。デイサービスこがねいは昨年来前年比
で大幅増加、のがわ介護相談室も相談件数やケアプラン数を増やしていま
す。それぞれ体制整備を図り、患者・利用者を増やしました。

３）組織、平和社保、まちづくり活動の到達

組合員拡大 年度目標２５０名 到達９７人 目標比３８．８％ 前年比６７．３％
班会や知り合いからの紹介、健康チェックを受けに来た方への訪問行動、

予防接種を受けに来た方への声掛けなどを行いました。
①出資金増 目標１，０００万円 到達９，２４９千円 目標比９２．４％ 前年比１３４．１％
積立増資を重視し、前年より１１７％増加しました。設備投資充実に向け
ての特別増資運動も行いました。

②班づくり・班会開催 ５０班・５００回 到達 １班・４２３回 目標比０．２・
８４．６％ 前年比２０．５・９０％
三鷹南支部でカラオケ班が作られました。
�すこしお�班会が小金井ブロック２支部、調布支部で行われました。
◎社保活動では、２０２４年１２月２日から新たな健康保険証を発行せず健康保
険証をマイナンバーカードに一本化したのに伴い、各支部・ブロックで
も現行の健康保険証を利用できるように求め、「保険証のこせ」の運動
を続けてきました。また、多摩地域や全国各地でＰＦＡＳ汚染が明らか
になり、ＰＦＡＳが健康被害をもたらすこととなり、健康被害を予防し、
住民の皆様とＰＦＡＳ汚染対策に取り組む運動をすすめるため、学習会
や講演会を開催し、検査を両診療所でも始めました。
◎健康づくり活動では地域での健康チェックが例年になく多く行われ、行
政や他団体との協力も進みました。（下表参照）１ブロック・５支部８
ヶ所、健康チェックは２７５人、支部組合員参加者は延５４人、職員参加は
１２人。今回の特徴は、小金井公園支部が２０数年ぶりに、小金井中央支部
では初めての場所で健康チェックを広く、地域に宣伝し成功したことで
す。今までつながりのない方が健康チェックを受け、今後の活動に活か
していく確信になりました、�すこしお�の取り組みでは小金井北支部、
小金井公園支部、調布支部では班会、小金井ブロックでは夏と冬の２回、
東京保健生協の組織部長（管理栄養士）を講師に�すこしお�講習会を
開催しました。

◎高齢者（花束）訪問 １２月１８日報告済支部集計

実施した支部の共通した反応は、「大変歓迎されている」ことはもちろ
んですが「話し相手がいない」方の数が増えていることなどが出されまし
た。益々、医療生協の活動（班会、お助け隊、認知症予防等）の役割が求
められています。

テーマ すべての事業所で「まず診る・援助する・何とかする」を実践します。「誰一人取り残されない」社会をめざします。

第４１回通常総代会議案要旨第４１回通常総代会議案要旨
２０２４年度重点課題のふりかえり
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第７次中期到達（２０２６）
６，０００人
２億円
２００班
６００人

２４年度到達
４，８８７人
１億７千万円
３７班
２５０人

２５年度目標
２５０人
１千万円
１０班
５０人

仲間増やし
出資金増
班づくり
担い手づくり

２０２５年度事業活動方針案
《２０２５年度の剰余目標 ２，０００万円》
２０２５年度は守りの経営から、さらに成果を出すことが求められる年度と
なります。これまで以上に役職員が一丸となって知恵を出し合い、経営基
盤の確立をしていくことが極めて重要です。そのためにも、出来るだけ早
い時期から次年度の予算を全職員と役員で作り上げ共通の認識に立って進
めていくことします。
① 経営状況の的確な把握
② 管理者が正確に把握する（理事も含め）
③ 全職員に正確に知らせる
④ 正確な経営情報をもとにして、すべての職員が知恵と力を合わせ経営

を立て直す
⑤ 中期計画に基づく必要利益を確保する
⑥ 組合員の理解と参画 組合員増と利用者増

医療・介護活動の取り組み
《すべての事業所で「まず診る・援助する・何とかする」を実践します》
地域のニーズに応えるため、専門性の追求ではなく総合内科・かかりつ

け医機能の充実を図ります。今年は認知症の患者を外来で丁寧に診ていく
ことに焦点を当て体制の確立に入ります。同時に「断らない医療」に取り
組みます。高齢者が増えてきているなかで、地域の医療機関や施設などと
これまで以上に連携し、住み慣れた自宅で過ごすことのできる在宅訪問診
療をすすめ、可能な限り生活支援の援助も行います。２０２５年度は、在宅管
理に軸を置き、地域との連携強化を図り、また、これまで以上に土建健診
を積極的に受けるなど、他団体との連携も大切にし外来増を追求します。
① 同一電子カルテのもとで法人全体の一体管理
② 目標を持ち在宅管理を増やす
③ ケアマネジャーを軸に
④ 積極的な患者送迎の展開
⑤ 幹部の後継者対策
⑥ 段階的な施設改修
⑦ 資金対策（顧問税理士と懇談）
⑧ 中長期構想として法人合同のあり方の検討

組織、健康づくり活動の取り組み
１）全国四課題目標

○創意工夫した活動などさらに広げ、仲間増やし班づくり、班会開催に
繋げます。
○花束訪問など緩やかな関係づくりを進め、「困りごと」に対応し広が
りを作ります。
○積立出資金を重視し、２００人の積立増資者を登録します。
○医療生協だより配布者「１０部に１人」を目標に増やし、活動を広げま
す。

２）健康づくり
○支部が組合員だけではなく、地域住民を対象に医療生協の健康づくり
をすすめます。
○２本柱である健康チェックと健診活動を進め、各支部で認知症予防、
フレイル予防、オーラルフレイル予防に年に１回以上取り組み、「健
康寿命」を意識します。
○「すこしお」の取り組みを行います。すこしおレシピの交流やメニュ
ーを配信します。
○健康ヘルスチャレンジに取り組み、創意工夫し１支部１０名以上の参加
を目指します。
○今年も認知症に関する様々な対応に取り組みます。
３）後継者づくり
○職員の後継者づくりと活動を広げるため組織活動を担う後継者づくり
に取り組みます。

平和・社保・まちづくりの取り組み
１）まちづくり
○組合員や地域住民の「困った事」の相談にのる機能を高めます。
○ちょこっとお助け隊の活動をさらに広げます。
○地域の様々な団体と手を結び、医療生協らしく健康づくりに貢献し、
安心して住みつづけられるまちづくりを進めます。購買生協、大学生
協、農協等の連携を強めていきます。

２）平和社保活動
○日本国憲法を継続的に学習し、大軍拡や大増税を許さない取り組みを
すすめます。
○２０２５年原水爆禁止世界大会に代表派遣を行います。
○「現行の健康保険証を存続させる運動」を引き続き強めます。
○有機フッ素化合物の学習と健康への影響、住み続けられるまちづくり
を推進します。
○「防災」の取り組みを重視します。（我が家の防災計画）を支部、班
で作成します。
○今年は参議院選挙があり、私たちの要求を実現できる国づくりをすす
めましょう。

「みなし自由脱退」手続きに関するお知らせ
北多摩中央医療生活協同組合は、２０２５年３月３１日をもって「住所
不明組合員のみなし自由脱退手続き」を行います。定款第１０条２項、
３項及びみなし自由脱退規則に基づいて、「みなし自由脱退」対象
者の公告を行います。

２０２５年２月１日
北多摩中央医療生活協同組合

理事長 君塚 雄二

１、「みなし自由脱退」対象の組合員とは
毎年１月１日を基準日として
（１）「出資金残高通知書」や「医療生協だより」が届かず、住

所不明が２年以上続いている組合員
２、公告期間
２０２５年２月３日～２０２５年８月３日
３、連絡がない場合「みなし自由脱退」の手続きを行います
期間内に連絡がなく、実在が確認できないときは、定款１０条２項
「脱退の予告があったもの」とみなし、「自由脱退」の手続きを行
います。この方法によって脱退した組合員については、後日、本人
からの申し出があった場合、規則に基づいて出資金の返還、あるい
は組合員資格を回復します。
４、閲覧場所
（１）北多摩中央医療生活協同組合本部

小金井市本町１―１５―９ むさし小金井診療所３階
（２）むさし小金井診療所

小金井市本町１―１５―９
（３）みなみうら生協診療所

三鷹市下連雀７―１―２７
お問い合わせ先

北多摩中央医療生活協同組合本部事務局
０４２―３８２―９１１２

２０２５年１月２５日
北多摩中央医療生活協同組合

総代選挙管理委員会

第４１回通常総代会総代選挙公告
１、立候補資格：２０２５年１月３１日までに加入している組合員本人
２、総代定数：１５０名
３、選挙区及び定数：下記に基づきます。
４、選挙の方法：選挙区定数をもとに選挙区の実情により推薦又は投票で行います。
５、受付期間：２０２５年４月１日（火）～４月１５日（火）
６、受付方法：北多摩中央医療生活協同組合の所定の用紙に記入の上、本部に提出してください。

総代数
８
８
５
７
７
８
１１
１５
４
５
９
８
４
２
４
３５
７
３
１５０

選挙区名
小金井東支部
小金井公園支部
小金井桜支部
小金井北支部
小金井南支部
小金井前原支部
小金井中央支部
三鷹下連雀支部
三鷹西支部
三鷹上連雀南支部
三鷹牟礼北野支部
三鷹南支部
三鷹井の頭支部
三鷹上連雀北支部
三鷹大沢支部
調布支部
武蔵野支部
職員
合計

ＮＯ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８

２０２５年度事業活動方針案
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己
負
担
割
合
１
割

２
割
の
方
も
限
度
額
は
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
外
来

特
例
で
自
己
負
担
限
度
額

は
月
８
千
円
又
は
１
万
８

千
円
で
す
が
、
２
割
の
方

で
は
最
大
２
万
８
千
円
と

な
る
改
悪
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

診
療
所
の
外
来
で
は
、

高
額
な
治
療
や
検
査
を
す

る
こ
と
が
少
な
く
、
限
度

額
に
達
す
る
ケ
ー
ス
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

在
宅
医
療
の
患
者
さ
ん
で

は
適
応
さ
れ
て
い
る
方
が

度
々
い
ま
す
。
症
状
に
応

じ
て
酸
素
や
人
工
呼
吸
器

等
を
使
っ
て
の
治
療
が
必

要
に
な
り
ま
す
が
、
自
己

負
担
の
重
さ
で
治
療
を
あ

き
ら
め
る
方
が
出
て
く
る

の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま

す
。外

来
特
例
の
限
度
額
を

適
応
さ
せ
る
に
は
手
続
き

が
必
要
で
す
。
保
険
証
に

変
わ
る
資
格
確
認
証
に
、

限
度
額
適
応
区
分
の
記
載

手
続
き
を
市
役
所
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。従
来
の『
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

認
定
証
』
も
し
く
は
『
限

度
額
認
定
証
』
を
お
持
ち

の
方
は
、
有
効
期
間
ま
で

使
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
一
方
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
、
そ
の
情
報
が
入
っ
て

い
る
の
で
手
続
き
は
不
要

と
の
こ
と
で
す
。

の
が
わ
介
護
相
談
室

は
、
介
護
保
険
の
色
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
調
整
す
る
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
事
務

所
で
す
。３
人
の
職
員
で
、

１
２
０
名
ほ
ど
の
利
用
者

さ
ん
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作

っ
て
い
ま
す
。

毎
年
寒
い
時
期
は
転
倒

事
故
が
増
え
る
印
象
が
あ

り
ま
す
が
、
な
ぜ
か
今
年

は
転
倒
し
た
り
痛
く
な
っ

た
り
す
る
方
が
多
い
の
で

す
。
転
倒
し
て
骨
折
し
入

院
し
た
り
、
具
合
が
悪
く

て
受
診
し
た
ら
以
前
頭
を

打
っ
た
所
に
血
腫
が
で
き

て
い
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し

た
打
ち
身
が
き
っ
か
け
で

全
身
痛
く
て
動
け
な
く
な

っ
た
り
…
。
骨
そ
の
も
の

も
弱
く
脆
く
な
っ
て
お

り
、少
し
の
ダ
メ
ー
ジ
で
、

そ
れ
こ
そ
く
し
ゃ
み
一
つ

で
圧
迫
骨
折
を
起
こ
し
た

り
し
ま
す
。

加
齢
は
病
気
で
は
な

く
、
誰
も
が
行
く
道
、
通

る
道
で
す
。
長
年
使
っ
て

き
た
身
体
に
色
々
と
「
ガ

タ
」
が
来
る
の
は
仕
方
な

い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
せ
め
て
頭
も
身
体

も
、
痛
い
思
い
や
し
ん
ど

い
思
い
は
最
小
限
に
し

て
、
緩
や
か
に
日
々
を
送

り
た
い
も
の
。
介
護
保
険

で
は
「
転
ば
ぬ
先
の
手
す

り
」
の
レ
ン
タ
ル
や
、
心

身
を
活
性
化
す
る
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
ま

す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

を
利
用
す
る
組
合
員
さ
ん

が
増
え
て
い
ま
す
。
創
立

時
に
加
入
し
た
け
ど
、
退

職
を
機
に
自
宅
近
く
で
診

察
を
受
け
た
い
、
転
院
し

て
違
う
医
療
機
関
で
受
診

し
て
い
た
け
ど
戻
り
た
い

な
ど
、
今
年
度
は
組
合
員

の
利
用
が
徐
々
に
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
や
訪
問
行
動
か
ら

の
新
規
医
療
生
協
加
入
と

定
期
受
診
と
な
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
各

支
部
組
合
員
の
活
動
が
利

用
者
増
や
経
営
改
善
の
結

果
と
し
て
表
れ
て
き
て
い

ま
す
。
健
診
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
終
わ

っ
た
３
月
か
ら
は
花
粉
症

症
状
で
受
診
さ
れ
る
方
が

増
え
ま
す
。
む
さ
し
小
金

井
診
療
所
で
も
ア
レ
ル
ギ

ー
の
診
察
は
出
来
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
引

き
続
き
発
熱
患
者
さ
ん
の

診
察
は
可
能
な
限
り
対
応

し
ま
す
の
で
、
来
院
前
に

電
話
連
絡
を
し
て
か
ら
来

院
く
だ
さ
い
。
年
に
数

回
、
小
金
井
市
の
休
日
当

番
診
療
も
行
っ
て
い
ま

す
。
近
い
と
こ
ろ
で
は
３

月
３０
日
（
日
）
９
時
〜
１７

時
で
担
当
し
ま
す
。
万
が

一
の
時
に
は
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ひ
め
し
ゃ
ら
法
律
事
務
所

弁
護
士

岸

敦
子

今
回
も
法
定
後
見
の
お

話
で
す
。
重
度
の
認
知
症

の
方
が
い
て
、
そ
の
方
に

成
年
後
見
人
（
以
下
で
は

「
後
見
人
」と
い
い
ま
す
。）

が
い
る
場
合
、
基
本
的
に

は
、
後
見
人
が
そ
の
認
知

症
の
方
（
以
下
で
は
「
ご

本
人
」
と
い
い
ま
す
。
）

を
代
理
し
て
銀
行
取
引
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契

約
等
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
銀
行
口
座
で
あ
れ

ば
、
後
見
人
は
ご
本
人
の

通
帳
や
カ
ー
ド
を
預
か

り
、
銀
行
に
成
年
後
見
開

始
の
届
出
を
し
て
、
ご
本

人
の
代
理
人
と
し
て
口
座

の
管
理
を
始
め
ま
す
。

で
は
、
ご
本
人
は
、
自

分
で
は
何
も
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

か
。実

は
そ
う
で
は
な
く
、

「
日
用
品
の
購
入
そ
の
他

日
常
生
活
に
関
す
る
行

為
」（
民
法
９
条
）
は
、ご

本
人
が
一
人
で
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。実
際
、成
年

後
見
人
が
つ
い
て
い
て

も
、
医
療
や
介
護
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
自

宅
で
生
活
す
る
ご
本
人
も

い
ま
す
。そ
の
場
合
、成
年

後
見
人
が
ご
本
人
の
通
帳

を
預
か
り
、
そ
の
中
か
ら

定
期
的
に
、
ご
本
人
の
生

活
費
を
お
渡
し
し
ま
す
。

施
設
入
所
中
の
場
合
も
、

施
設
の
方
に
ご
本
人
が
自

由
に
使
っ
て
よ
い
額
を
預

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
本
人
は
そ
の
中
か
ら
、

好
き
な
お
菓
子
な
ど
を
買

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

な
お
、
介
護
や
医
療
の

料
金
、
施
設
代
あ
る
い
は

水
道
光
熱
費
と
か
の
必
要

経
費
に
つ
い
て
は
、
後
見

人
が
責
任
を
も
っ
て
支
払

い
の
手
続
き
を
し
ま
す
。

後
見
人
は
こ
れ
ら
の
額

や
、
ご
本
人
の
状
況
も
踏

ま
え
て
、
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
る
よ
う
に
気
を

付
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
お
渡
し

す
る
額
が
あ
る
の
か
な
い

の
か
、
い
く
ら
に
な
る
の

か
は
事
案
に
よ
っ
て
違
う

と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
３
月
末
を

も
ち
ま
し
て
訪
問
看
護
事

業
を
終
了
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は

看
護
師
欠
員
状
態
が
繰
り

返
さ
れ
、
採
用
す
る
に
も

費
用
が
か
さ
み
、
訪
問
件

数
も
思
う
よ
う
に
伸
ば
せ

ず
、
ま
た
夜
間
や
休
日
の

緊
急
対
応
の
携
帯
電
話
当

番
を
少
人
数
で
対
応
す
る

こ
と
は
負
担
が
大
き
く
、

さ
ら
に
小
規
模
の
事
業
所

に
対
す
る
介
護
報
酬
が
厳

し
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と

な
ど
が
理
由
で
す
。

訪
問
看
護
を
ご
利
用
さ

れ
て
い
る
方
々
や
共
に
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
職

員
、
地
域
の
皆
様
に
は
大

変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

理
事
会
等
に
お
い
て
も

苦
渋
の
選
択
と
な
り
ま
し

た
こ
と
を
何
卒
ご
理
解
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

の
中
で
２７
年
間
運
営
を
続

け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

の
が
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

休
止
の
お
知
ら
せ

医
療
介
護
事
業
所
活
動

の
が
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

所
長

岩
井

美
香

み
な
み
う
ら
生
協
診
療
所

事
務
長

四
郎
丸

修

法
律
相
談

の
が
わ
介
護
相
談
室

認
知
症
と
成
年
後
見（
３
）

い
の
ち
を
脅
か
す
高
額
療
養
費

制
度
の
改
悪
は
許
さ
な
い
！

所
長

阿
部
由
紀
子

ひ
め
し
ゃ
ら
法
律
事
務
所

弁
護
士

岸

敦
子

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

事
務
長

深
見

知
克

利
用
す
る
組
合
員
さ
ん
が

増
え
て
い
ま
す

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

事
務
長

深
見

知
克

北多摩中央医療生活協同組合は、ひめし
ゃら法律事務所のご協力で無料法律相談会
をむさし小金井診療所にて 開催しており
ます。財産問題、家庭問題、悪徳商法、雇
用問題、金銭問題等、など民事に関わる問
題や成年後見も含め相談に女性弁護士が対
応いたします。相談にあたりましては、事
前の予約が必要です。

日 時 ３／２７（木）１４：００～１６：００
４／１７（木）１４：００～１６：００
５／１５（木）１４：００～１６：００
６／１２（木）１４：００～１６：００
※相談時間は３０分となります

場所・問い合わせ
むさし小金井診療所（TEL ０４２‒３８２‒９１１１）
みなみうら生協診療所

（TEL ０４２２‒４８‒４１２１）

無料法律相談のご案内



（５） №２３０ ２０２５年３月医 療 生 協 だ よ り
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三
鷹
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
生

協
間
連
携
の
街
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

て
、
み
な
み
う
ら
生
協
診

療
所
２
階
ス
ペ
ー
ス
を
利

用
し
て
近
隣
の
居
酒
屋
呑

気
（
の
ん
き
）
子
供
食
堂

を
支
援
す
る
為
に
、
食
事

後
の
利
用
者
交
流
ス
ペ
ー

ス
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

子
供
達
や
利
用
者
父
母

が
お
互
い
に
交
流
が
で
き

て
、
子
供
の
成
長
や
学
習

の
悩
み
、
ま
た
就
学
前
乳

幼
児
の
育
児
相
談
や
保
育

所
の
入
園
相
談
等
の
様
々

な
生
活
相
談
も
含
め
ア
ド

バ
イ
ス
が
得
ら
れ
る
場
所

と
し
て
好
評
で
す
。
居
酒

屋
呑
気
（
の
ん
き
）
子
供

食
堂
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
手
作
り
ス

イ
ー
ツ
作
り
で
大
人
と
子

供
が
一
緒
に
な
り
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
の
１２
月

よ
り
毎
月
第
三
日
曜
日
に

ス
ペ
ー
ス
利
用
支
援
が
始

ま
り
３
ヶ
月
が
経
過
し
ま

し
た
。
今
後
も
様
々
な
ア

イ
デ
ア
を
考
察
し
て
続
け

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
２
月
１６
日
は
利
用

者
３０
名
（
大
人
と
子
供
）

で
し
た
。
東
京
都
生
協
連

の
取
材
も
入
り
３
月
５
日

の
街
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
講
演
会
で
も
紹
介
ブ
ー

ス
に
出
店
す
る
予
定
で

す
。

（
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
作
り
）

呑
気
食
堂
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

１２
月
８
日
、
ス
ト
ッ
プ

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
、
小
泉
昭
夫
氏

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
４０
名
が
参
加
し
、
会

場
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
は
じ
め
に
、
東
京

民
医
連
の
市
民
運
動
部
長

の
山
根
さ
ん
か
ら
健
生
会

（
立
川
）
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

相
談
外
来
、
血
液
検
査
の

取
り
組
み
な
ど
お
話
し
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。次
に
、

京
都
大
学
名
誉
教
授
、
小

泉
昭
夫
さ
ん
か
ら
、
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
に
ど
う
立
ち
向
か
う

の
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
で

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
か
ら
だ
へ
の
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
の
影
響
、
血
液
検
査
の

意
義
、
日
本
の
規
制
値
が

ゆ
る
い
こ
と
等
、
ち
ょ
っ

と
専
門
的
で
難
し
い
点
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ユ
ー
モ

ア
も
交
え
、
分
か
り
や
す

く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
「
自

ら
、
ど
ん
な
対
策
が
で
き

る
の
か
」
「
野
菜
な
ど
へ

の
影
響
は
」
な
ど
多
く
の

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
後
、
お
二
人
の
方

よ
り
血
液
検
査
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
お
一
人
が
医

療
生
協
に
新
規
加
入
さ
れ

ま
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
良
く
知

り
、正
し
く
恐
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
政
府
に
騙
さ
れ
な

い
こ
と
な
ど
、
健
康
を
ま

も
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

対
策
の
運
動
を
さ
ら
に
広

げ
な
く
て
は
、
と
痛
感
し

ま
し
た
。

医
療
生
協
調
布
支
部
も

参
加
し
て
い
る
調
布
社
会

保
障
推
進
協
議
会
は
毎
年

調
布
市
宛
て
に
要
望
書
を

提
出
し
意
見
交
換
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
１
月
に
市
の
１９

課
と
一
日
か
け
て
行
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
市
民
は

延
べ
７０
人
ほ
ど
。
生
活
保

護
受
給
者
へ
エ
ア
コ
ン
の

修
理
費
支
給
、
介
護
保
険

で
は
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
給
料

補
助
、
お
年
寄
り
の
た
め

に
街
中
に
ベ
ン
チ
を
設
置

す
る
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
な

ど
３０
項
目
を
求
め
ま
し

た
。
制
度
が
あ
り
な
が
ら

Ｐ
Ｒ
不
足
で
利
用
者
が
い

な
い
市
税
減
免
制
度
や
国

保
加
入
者
へ
の
医
療
費
減

免
制
度
の
低
所
得
者
へ
の

活
用
も
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
私
た
ち
は

学
校
給
食
の
無
償
化
実
施

や
補
聴
器
購
入
助
成
な
ど

実
現
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

実
家
は
青
果
業
を
両
親

が
や
っ
て
い
ま
し
た
。
第

二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
武
蔵
野
市

八
幡
町
に
は
中
島
製
作
所

が
あ
り
、
飛
行
機
を
作
る

エ
ン
ジ
ン
工
場
が
あ
り
、

二
千
人
労
働
者
が
働
い
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
に
ア
メ

リ
カ
軍
Ｂ
２９
機
が
東
か
ら

飛
来
し
て
一
ト
ン
爆
弾
を

落
と
し
て
多
く
の
死
者
が

出
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
時
に
は
父
親
は
昭
和

１９
年
１２
月
末
に
国
か
ら
赤

紙
一
枚
で
招
集
さ
れ
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
船
で
行
き
戦

争
が
ひ
ど
く
な
り
、
昭
和

２０
年
３
月
６
日
戦
死
の
通

知
が
あ
っ
た
と
母
親
が
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

ま
だ
３
歳
６
ヶ
月
で
す
。

何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
母

親
は
こ
れ
か
ら
３
人
子
供

を
抱
え
て
ど
う
し
た
ら
良

い
か
と
途
方
に
く
れ
て
い

た
が
、
生
き
て
頑
張
ら
な

い
と
と
思
っ
た
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
青
果
業
組

合
員
や
商
店
会
役
員
に
助

け
ら
れ
た
と
も
後
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
戦
争
は

ま
だ
続
い
て
ア
メ
リ
カ
軍

機
が
飛
来
す
る
と
空
襲
警

報
が
な
っ
て
隣
の
矢
島
さ

ん
宅
の
防
空
に
入
れ
て
も

ら
っ
て
助
か
っ
た
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

も
連
日
Ｂ
２９
機
は
一
ト
ン

爆
弾
を
延
明
寺
あ
た
り
に

落
と
し
多
く
の
死
者
が
出

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
毎
日

赤
子
を
お
ん
ぶ
し
て
、
リ

ヤ
カ
ー
を
引
い
て
市
場
に

行
っ
て
野
菜
を
積
ん
で
商

売
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
頃
は
、
昭
和
２６
年
ま
で

配
給
制
度
が
残
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
食
べ
物
は
残

っ
た
も
の
で
食
事
を
し
て

く
れ
て
助
か
っ
た
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
早

く
大
人
に
な
っ
て
母
親
を

助
け
て
や
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
が
、
母
は
「
高
校

だ
け
は
出
て
卒
業
し
な
さ

い
」
と
言
い
、
商
売
す
る

な
ら
商
業
高
校
に
と
入
学

し
て
、
事
務
簿
記
二
級
に

合
格
し
た
ら
、
母
親
は
喜

ん
で
く
れ
ま
し
た
。
高
校

二
年
の
時
、
運
転
免
許
に

合
格
し
て
三
輪
ト
ラ
ッ
ク

の
「
ク
ロ
ガ
ネ
」
を
買
っ

て
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
き

て
は
す
ぐ
に
店
番
や
配
達

を
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
は

よ
く
売
れ
ま
し
た
。
早
く

結
婚
し
て
母
親
を
楽
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
ら
お

客
さ
ん
が
横
須
賀
の
神
社

に
い
い
子
が
い
る
と
世
話

し
て
く
れ
て
見
合
い
結
婚

を
し
ま
し
た
。
母
親
は
大

変
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

母
は
８２
歳
で
こ
の
世
を
去

り
ま
し
た
。
優
し
い
母
親

で
し
た
。

私は味噌汁が好きなのでほぼ毎日作ります。
その時味噌（手作り）が少なめでも美味しくな
るので出汁をつくります。１リットルくらいの
水に昆布８㎝くらいに切ったもの、４枚くらい
と、煮干し６匹くらい入れて一晩おきます（冷
蔵庫で３日は保存可能）味噌汁、煮物に使いま
す。（だいたいの目安です。）最後に出汁を取
った昆布も、みそ汁や煮物に入れます。味噌少
なめでも美味しい‼
１２月に小金井支部です
こしお料理を作りまし
た。小西管理栄養士指導
の下、「鯖のカレームニエ
ル」「麻婆きのこ」など、
少しの塩で美味しく出来
たので、家でも作り好評
でした。
�少しの塩ですこやか

に�皆様のすこしおの工
夫をお寄せください。

私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私
ののののののののののののののののののののののののののののの
戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私
ののののののののののののののののののののののののののののの
戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

支
部
活
動

中
田

正
雄

武
蔵
野
支
部

子
供
食
堂
へ
の
支
援
協
力

理
事
長

君
塚

雄
二

ス
ト
ッ
プ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
小
泉
昭
夫

先
生
の
講
演
会
を
開
催

武
蔵
野
支
部
支
部
長

太
田

尚
之

市
と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た

調
布
担
当
理
事任

海

千
衛

私の「塩分控えめの工夫」

佐藤 恵美子
健康づくり委員 理事



２０２５年３月 №２３０ （６）医 療 生 協 だ よ り
タ
テ
の
カ
ギ

１
、
春
か
ら
中
学
生

今
は
？

２
、
テ
レ
ビ
の
あ
れ
が
み
あ
た
ら

な
い

ビ
デ
オ
と
エ
ア
コ
ン
の

こ
れ
は
あ
る
の
に
な
ぁ

３
、
野
党⇔

○
○
○

４
、
船
は
鉄
製
な
の
に
水
に
○
○

な
ん
て

５
、
富
有
柿
と
な
ら
ぶ
代
表
的
な

柿
と
い
え
ば

太
郎
で
も
三
郎

で
も
な
い
ん
だ
ね

６
、
四
角
い
形
の
四
方
の
か
ど
の

こ
と
で
す

１０
、
級

給

紀

約

共
通
す

る
偏
は

１２
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
の
こ
と
で
す

１４
、
雨
を
英
語
で

１６
、
う
な
○
○

カ
ツ
○
○

牛

○
○

◆
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
答
え
は
ハ
ガ
キ

に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ひ

と
こ
と
本
紙
の
感
想
・
意
見
を
お

書
き
願
い
ま
す
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
若
干
名
の
方
に
ク
オ
カ

ー
ド
（
五
百
円
）
を
送
り
ま
す
。

◇
送
り
先

〒
１
８
４
―
０
０
０
４

東
京
都
小
金
井
市

本
町
１
―
１５
―
９

北
多
摩
中
央
医
療
生
活
協
同
組

合

「
医
療
生
協
だ
よ
り
」
係

【
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
よ
る
回
答
】

読
み
取
り
方
法
は
、ス
マ
ホ（
携

帯
）
の
カ
メ
ラ
の
画
面
に
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
映
し
画
面
下
の
黄
色
い
部

分
を
タ
ッ
チ
し
て
下
さ
い
。

（
読
者
の
声
は
字

数
制
限
あ
り
）

こ
れ
ま
で
通
り

の
ハ
ガ
キ
で
の
応

募
に
加
え
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
の
応

募
も
可
で
す

◇
締
め
切
り

４
月
７
日
必
着

◇
発
表

２
０
２
５
年
５
月
号

◇
前
回
正
解
『
団
塊
の
世
代（
ニ

ダ
ン
カ
イ
ノ
セ
ダ
イ
）
』

◇
当
選
者
（
敬
称
略
）

武
蔵
野
市
・
永
島
紘
子

狛
江
市
・
前
土
肥
保

小
金
井
市
・
高
江
洲
正
子

府
中
市
・
村
岸
三
代
子

ヨコのカギ

１、医療機関のうち ベット数１９以下の施設

のこと

７、山野などの荒れ地にコースをつくって競

うオートバイレースといえば

８、電車やバスが決まった時間、路線をはし

ること 電車の○○○○状況は予定通りで

す

９、地球表面積の約４分の３を占めているも

のといえば

１０、甲賀とならぶ忍者の里といえば

１１、なくて七○○とは だれにでも○○はあ

るということです

１３、最後に残った刺し身の○○○○ 遠慮の

かたまりだなあ

１５、行き過ぎることのない適度な程度 ○○

○を守った態度

１７、無言のうちに心が通じ合うという意味の

四字熟語といえば

【協議事項】
○２０２４年１２月期月次決算報告および年度末
までの経営対策

○２０２５年度予算編成方針の提案
○組織活動と増資到達
○第４１回通常総代会（スケジュール・各種
委員会の設置）

【決済事項】
○第４１回通常総代会総代選挙公示
不明組合員の処理

【協議事項】
○２０２５年１月期月次決算報告および年度決
算の見通し

○２０２５年度予算編成の各事業所進捗
○２０２５年春闘要求と回答案
○第４１回通常総代会
（ダイジェスト版の確認役員選任に関す
る広告の掲示とともに次期理事会構成）

【決済事項】
○協立医師協同組合新規積み立ての件
○組合員債金利引き上げの検討

●
１
月
に
８０
歳
に
な
り
ま

し
た
。
毎
朝
近
く
の
公
園

で
４
分
間
、
中
国
健
康
体

操
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

８０
歳
を
機
に
自
転
車
を
や

め
て
徒
歩
に
。１
月
号「
生

協
た
よ
り
」
１
面
の
記
事

で
は
懐
か
し
い
方
々
の
お

顔
が
見
る
こ
と
が
で
き
元

気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
読
者
の
声
」
欄
も
毎
回

楽
し
く
読
ま
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

（
府
中
・
Ｍ
Ｍ
）

●
２
２
９
号
の
読
者
の
声

欄
、
小
金
井
Ｓ
Ａ
さ
ん
の

投
稿
で
同
じ
よ
う
な
方
が

い
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

こ
と
に
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
な
か
な
か
支
部
の
集

い
な
ど
に
参
加
で
き
ま
せ

ん
が
お
便
り
は
楽
し
み
に

読
ん
で
い
ま
す
。

（
武
蔵
野
・
Ｈ
Ｎ
）

●
今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
情

報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
各
地
域
の
活
躍
も
あ

り
、
私
た
ち
も
ま
だ
ま
だ

頑
張
っ
て
い
な
か
く
て
は

と
思
い
ま
す
。

（
三
鷹
・
Ｔ
Ｉ
）

●
政
権
与
党
の
過
半
数
割

れ
、
い
よ
い
よ
国
民
の
反

撃
が
始
ま
っ
た
感
あ
り
。

（
所
沢
・
Ｓ
Ｙ
）

●
知
人
で
退
職
（
６０
歳
）

し
て
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
に
な

っ
た
人
が
い
ま
す
。
色
々

な
利
用
者
さ
ん
と
会
っ
て

教
え
ら
れ
た
り
、
喜
ば
れ

た
り
、
と
人
の
役
に
立
っ

て
い
る
幸
せ
を
嬉
し
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。「
お

正
月
は
ま
と
め
て
休
め
る

の
？
」
と
聞
い
た
ら
「
利

用
者
さ
ん
の
介
護
は
休
み

な
し
な
の
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
と
は
大
き
な
違
い
よ
」

と
叱
ら
れ
ま
し
た
。
私
も

そ
う
遠
く
な
い
時
に
看
護

や
介
護
が
必
要
と
な
る
。

彼
女
の
よ
う
な
人
が
近
く

に
い
て
く
れ
た
ら
。

（
国
分
寺
・
Ｕ
Ｋ
）

●
八
潮
市
の
陥
没
事
故
、

ま
だ
救
出
さ
れ
な
い
。
下

水
管
の
老
朽
化
は
、
だ
い

ぶ
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

た
の
に
、
陥
没
も
各
地
で

お
き
て
い
た
の
に
と
思

う
。
国
は
お
金
の
使
い
方

を
考
え
て
ほ
し
い
。

（
小
金
井
・
Ｔ
Ａ
）

土
第１・３ 服部（内科・呼）
第２ 大久保（内科・リ）
第４ 金子（内科）
第５ 池本

※この体制は出張等で変わる場合がございます。※風邪症状のある方は、来院前に電話で連絡をいただきますようお願いします。※送迎サービス
行っています。希望される方はご相談ください。※８ :４５分から受付を開始いたします。

※エコー検査は予約により実施しています。※駐車場をご希望の方はお問い合わせください。※糖・糖尿病 呼・呼吸器 リ・リウマチ

金

池本（内科・糖）

★注意！
外来診療は
ありません
竹村（１・３週）

木

竹村（内科）

★注意！
外来診療は
ありません
竹村

水

竹村（内科）

★注意！
外来診療は
ありません
竹村

火

竹村（内科）

村田

月

池本（内科・糖）

★注意！
外来診療は
ありません
竹村（２・４週）

外来

外来

往診

午 前
９時～１２時

午 後
１３時３０分～
１６時３０分

お知らせ

TEL 042-382-9111
小金井市本町１－１５－９

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

土

榮

※エコー検査は予約により実施しています。 ※学会等で医師が交代する場合があります。必要に応じてご連絡ください。 ※臨時で受診される時には必ず事前にお電話でご相
談ください。

金

榮

榮

木

菅原

菅原

井坂

谷口

水

榮

榮

火

榮

榮

月

榮

榮

外来

外来

在宅

外来

午 前
９時～１２時

午 後
２時～４時

夜 間
５時～７時

TEL 0422-48-4121
三鷹市下連雀７－１－２７

み
な
み
う
ら
生
協
診
療
所

りよだ会事理

○自宅での療養を希望される方 ○外来への通院が困難な方 ○必要時には入院の手配や各専門機関へ紹介いたします。

２０２５年２月理事会

在宅医療の相談もお受けしています

作：大泉生協病院 事務 倉持雅臣

２０２５年１月理事会

解
き
方
：
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
、
、
の
枠
内
の
文
字
を
順

に
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